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学 生 の 確 保 の 見 通 し 等 を 記 載 し た 書 類  

 

１ ． 学 生 の 確 保 の 見 通 し 及 び 申 請 者 と し て の 取 組 状 況  

（ １ ） 学 生 の 確 保 の 見 通 し  

① 定 員 充 足 の 見 込 み （ 概 要 ）  

 洗 足 学 園 音 楽 大 学（ 以 下 、「 本 学 大 学 院 」）は 、教 育 基 本 法 及 び 学

校 教 育 法 に の っ と り 、学 部 教 育 の 基 盤 の 上 に 、音 楽 の 理 論 及 び 応 用

を 教 授 研 究 し 、深 奥 を き わ め て 、専 攻 分 野 に お け る 研 究 能 力 、又 は

高 度 な 専 門 性 を 要 す る 職 業 等 に 必 要 な 高 度 の 能 力 を 養 う と と も に 、

建 学 の 精 神 に 基 づ い て 人 格 を 陶 冶 し 、 謙 愛 の 徳 を 備 え 、 気 品 高 く 、

国 際 的 視 野 に 立 ち 、実 行 力 に 富 む 人 材 を 育 成 し 、も っ て 文 化 の 向 上

に 寄 与 す る こ と を 人 材 養 成 及 び 教 育 研 究 上 の 目 的 と し て い る 。  

本 学 大 学 院 で は 、大 学 院 教 育 の 充 実 を 求 め る 政 策 、産 業 界 や 地 域

社 会 か ら の 期 待 に 加 え る と と も に 、留 学 生 の 獲 得 を 中 心 と し た 独 自

の 改 革 と 募 集 戦 略 を 実 施 し て お り 、そ れ ら が 受 験 生 の ニ ー ズ と マ ッ

チ し 、志 願 者 数・入 学 実 績 が 年 々 増 加 し て い る 。志 願 倍 率 は 、令 和

2 年 度 に 2 倍 を 超 え 、ま た こ こ 2 年 は 実 質 倍 率 も 上 が っ て き て い る 。

中 で も 、作 曲 専 攻 が 、こ の 2 年 間 で 志 願 者 が 4 倍 、入 学 者 が 3 倍 強

と 大 幅 に 増 加 し て お り 、今 後 も 継 続 し て 学 生 確 保 し て い け る と 見 込

ん で い る 。  

 

② 定 員 充 足 の 根 拠 と な る 客 観 的 な デ ー タ の 概 要  

大 学 院 全 体 の 過 去 5 年 間 の 入 学 者 数 平 均 は 66.2 名 で あ り 、 特 に

過 去 3 年 間 の 平 均 は 71.7 名 と 安 定 し て 入 学 者 を 確 保 し て い る 。 令

和 2 年 度 に つ い て は 78 名 と 前 年 度 対 比 10 名 増 加 、定 員 変 更 後 の 入

学 定 員 (64 名 )に あ て は め る と 大 幅 に 上 回 っ て い る 。そ の 様 な 中 、受

験 者 数 91 名 の う ち 合 格 者 数 82 名 と 少 し な が ら 実 質 倍 率 (1.11 倍 )

も 上 が っ て き て い る 。こ の 様 な 状 況 の 最 大 な 要 因 と し て は 、作 曲 専

攻 の 志 願 増 が 挙 げ ら れ る 。  

作 曲 専 攻 は 、志 願 者 数 が 平 成 30 年 度 9 名 、令 和 元 年 度 19 名 、令

和 2 年 度 36 名 、 入 学 者 数 が 平 成 30 年 度 9 名 、 令 和 元 年 度 17 名 、

令 和 2 年 度 28 名 と こ の 2 年 間 で 志 願 者 が 4 倍 、 入 学 者 が 3 倍 強 と
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大 幅 に 増 加 し て い る 。 そ の 内 、 平 成 31 年 度 よ り 新 設 し た 留 学 生 入

試 は 、志 願 者 数 が 令 和 元 年 度 15 名 、令 和 2 年 度 33 名 、入 学 者 数 が

令 和 元 年 度 14 名 令 和 2 年 度 25 名 と そ の 志 願 者 増 に 大 き く 寄 与 し て

い る 。  

過 去 5 年 間 の 志 願 者 数 、受 験 者 数 、合 格 者 数 、入 学 者 数 、入 学 定

員 、 定 員 超 過 率 の 推 移 は 図 表 1 の と お り 。  

 

【 図 表 1】 学 生 募 集 状 況 の 推 移         （ 単 位：人 、倍 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま た 、令 和 2 年 度 入 試 を 変 更 後 の 定 員 数 で 試 算 し た 倍 率 、及 び 過

去 5 年 平 均 の 数 値 、留 学 生 入 試 に お け る 志 願 者 数 、入 学 者 数 の 推 移

は 、 図 表 2 の と お り 。  

  

器楽 28 46 46 45 44 39 39 38 36 48 48 48 45 47 46 46 45 38 38 36 33 43.6 43.4 42.6 40.6

声楽 12 11 11 11 11 15 15 14 14 13 13 13 11 8 7 6 5 12 12 12 11 11.8 11.6 11.2 10.4

音楽教育学 4 0 0 0 0 2 2 2 2 5 4 4 4 2 2 2 1 6 6 6 6 3 2.8 2.8 2.6

作曲 2 4 3 3 2 7 7 7 7 9 9 9 9 19 19 18 17 36 35 28 28 15 14.6 13 12.6

合計 46 61 60 59 57 63 63 61 59 75 74 74 69 76 74 72 68 92 91 82 78 73.4 72.4 69.6 66.2

志願倍率（志願者数/入学定員）

実質倍率（受験者数/合格者数）

入学定員超過率（入学者数/入学定員）

留学生入試

器楽 13 12 16 15
声楽 1 1 3 3

音楽教育学 2 1 6 6
作曲 15 14 33 25
合計 31 28 58 49

専攻
入学
定員 志願 ⼊学 志願 ⼊学

令和元年度 令和2年度

2.00
1.11
1.70

1.33
1.02
1.24

1.37
1.03
1.28

1.60
1.04
1.44

1.63
1.00
1.50

1.65
1.03
1.48

専攻
入学
定員

平成28年度

志願 受験 合格 ⼊学

平成29年度

志願 受験 合格 ⼊学 志願 受験 合格 ⼊学

平成30年度

志願 受験 合格

令和元年度

志願 受験 合格 ⼊学⼊学

令和2年度 過去5年平均

志願 受験 合格 ⼊学
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【 図 表 2】  定 員 変 更 後 の 学 生 募 集 の 試 算 （ 単 位 ： 人 、 倍 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志 願 者 増 の 背 景 と し て は 、海 外・ア ジ ア (特 に 中 国 、韓 国 )に お い

て 、コ ン ピ ュ ー タ 音 楽 、劇 伴 (映 画 、ア ニ メ 等 の 音 楽 )の 需 要 が 多 く 、

現 地 の 大 学 で 学 ん だ 学 生 が 更 な る ス キ ル ア ッ プ を 目 指 し て 、世 界 ト

ッ プ レ ベ ル の 日 本 、そ の 中 で も 充 実 し た 教 育 内 容 、施 設・設 備 を 誇

る 本 学 へ 多 く 志 願 し て き て お り 、作 曲 専 攻 は 、令 和 2 年 度 留 学 生 入

試 で の 入 学 者 が 25 名 と 大 学 院 全 体 の 入 学 者 の 89.3%を 占 め る 。 本

学 は 令 和 元 年 度 よ り 国 際 交 流 部 を 新 設 し 、海 外 へ の 広 報 を 強 化 し て

お り 、こ の 流 れ が 続 く と 思 料 さ れ る た め 、作 曲 専 攻 の 定 員 変 更 後 も

継 続 し て 学 生 確 保 し て い く こ と が 可 能 と 見 込 ん で い る 。  

な お 、他 専 攻 の 入 学 者 数 に つ い て は 、毎 年 上 下 は あ る も の の 、令

和 2 年 度 の 入 学 者 数 に つ い て は 、各 専 攻 の 入 学 者 数 は 新 入 学 定 員 の

1 倍 前 後 と な っ て い る こ と か ら 定 員 の 変 更 は 行 わ な い 。  

 

（ ２ ） 学 生 確 保 に 向 け た 具 体 的 な 取 り 組 み 状 況  

内 部 生 及 び 外 部 生 を 対 象 と し た 大 学 院 説 明 会 を 年 に 9 回 程 度 開
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催 し て お り 、 今 後 も 継 続 し て い く 。 平 成 30 年 度 の 説 明 会 参 加 者 総

数 は 55 名 で あ っ た が 、 令 和 元 年 度 は 93 名 と 大 幅 に 増 加 し て い る

（ 資 料 1）。増 加 の 要 因 と し て は 、説 明 会 へ の 参 加 に 加 え て 個 別 体 験

レ ッ ス ン も 受 講 可 能 に す る 等 、志 願 者 の ニ ー ズ に 合 わ せ た 内 容 で 実

施 し て い る こ と が 考 え ら れ る 。  

ま た 、外 国 人 留 学 生 の 確 保 に 向 け た 取 り 組 み と し て は 、日 本 国 内

で 開 催 さ れ る 留 学 生 対 象 の 進 学 説 明 会 へ の 出 展 に 加 え 、海 外 に お け

る 募 集 ・ 広 報 活 動 の 強 化 、 国 際 交 流 部 の 設 置 等 が 挙 げ ら れ る 。  

海 外 に お け る 募 集・広 報 活 動 で は 、主 に 中 国・韓 国・台 湾・マ レ

ー シ ア ・ タ イ ・ ア メ リ カ 等 に お い て 、 日 本 留 学 フ ェ ア へ の 参 加 や 、

現 地 の 大 学・日 本 語 教 育 機 関 等 へ の 訪 問 を 行 い 、広 報 活 動 だ け で な

く 、現 地 の 動 向 調 査 等 も 積 極 的 に 行 っ て い る 。さ ら に 、国 際 交 流 部

に は 外 国 人 職 員 を 複 数 名 配 置 し て お り 、日 本 語 に 加 え 、英 語・中 国

語 等 の 多 言 語 で 様 々 な 対 応 が 可 能 な 環 境 を 整 え て い る 。留 学 生 の 安

定 的 な 確 保 に 向 け て 、 今 後 も 更 に 整 備 し て い く 予 定 で あ る 。  

 

２ ． 人 材 需 要 の 動 向 等 社 会 の 要 請  

（ １ ） 人 材 の 養 成 に 関 す る 目 的 そ の 他 の 教 育 研 究 上 の 目 的 (概 要 ) 

 本 学 大 学 院 は 、学 部 教 育 の 基 礎 の 上 に 、音 楽 の 理 論 及 び 応 用 を 教

授 研 究 し 、そ の 奥 深 さ を き わ め て 、専 攻 分 野 に お け る 研 究 能 力 、又

は 高 度 な 専 門 性 を 要 す る 職 業 等 に 必 要 な 高 度 の 能 力 を 養 う と と も

に 、建 学 の 精 神 に 基 づ い て 人 格 を 陶 冶 し 兼 愛 の 徳 を 備 え 、気 品 高 く 、

国 際 的 視 野 に 立 ち 、実 行 力 に 富 む 人 材 を 育 成 し 、も っ て 文 化 の 向 上

に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し 、次 の 各 号 に か か げ る 事 項 を 教 育 目 標 と

し て い る 。  

① プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル な 演 奏 家 、あ る い は 先 端 を 行 く 音 楽 研 究 家 、

次 代 を 拓 く 教 育 指 導 者 と し て の 専 門 的 職 業 に 必 要 な 演 奏・表 現

能 力 、 あ る い は 研 究 能 力 を 修 得 ・ 開 発 す る こ と 。  

② 幅 広 い 国 際 的 な 視 野 に 立 っ た 音 楽 活 動・研 究 活 動 を 実 践 で き る

実 力 を も っ た 音 楽 家 と し て の 素 養 を 具 備 す る こ と 。  

③ 各 自 の 自 律 性 お よ び 個 性 を 尊 重 し 、 専 攻 テ ー マ に 即 し た 専 門

的・個 別 的 な 研 究 、あ る い は 社 会 的 な 貢 献 を 目 指 し た 自 発 的 な
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企 画 ・ 研 究 を 推 進 す る こ と 。  

 こ の 人 材 養 成 及 び 教 育 研 究 上 の 目 的 を 達 成 す る た め 、大 学 4 年 間

で 培 っ た 専 門 性・専 門 実 技 、多 様 性 、協 働 す る 力 、社 会 貢 献・実 践

的 態 度 、論 理 的 思 考 力・問 題 解 決 力 を 更 に 研 鑽 し 、揺 る が ぬ 強 い 信

念 を 持 ち 、自 分 自 身 の 目 標 を 達 成 す る 為 、人 材 養 成 及 び 教 育 研 究 上

の 目 的 に 沿 っ て 教 育 を 展 開 し て い く 。  

 

 作 曲 専 攻 に お い て は 、様 々 な 編 成 で の 創 作 に 必 要 な 楽 器 の 奏 法 に

関 す る 知 識 や 作 曲 理 論 、作 品 分 析 に 関 す る 能 力 を 身 に つ け る「 作 曲

コ ー ス 」と 社 会 の ニ ー ズ に 合 っ た 音 楽 を 創 作 す る た め の 高 度 な テ ク

ニ ッ ク に つ い て 修 得 す る「 音 楽・音 響 デ ザ イ ン コ ー ス 」が あ り 、作

曲 家 と し て の 個 々 の 創 作 活 動 や 研 究 を サ ポ ー ト で き る 体 制 、 ま た 、

プ ロ と し て 活 躍 で き る 作 曲 家 、録 音 エ ン ジ ニ ア を 育 成 す る プ ロ グ ラ

ム が 整 備 さ れ て い る 。  

現 代 の 音 楽 制 作 に お い て は コ ン ピ ュ ー タ を は じ め と す る 様 々 な

デ ジ タ ル テ ク ノ ロ ジ ー が 用 い ら れ 、そ れ ら を 柔 軟 に 使 い こ な す 操 作

能 力 が 必 須 と な っ て い る 。ク ラ シ ッ ク・ポ ッ プ ス な ど の 従 来 型 の 音

楽 か ら ア ニ メ や ゲ ー ム 音 楽 な ど の 最 新 の 映 像 音 楽 に 至 る 楽 曲 制 作

を 行 う サ ウ ン ド ク リ エ イ タ ー 、映 像 コ ン テ ン ツ の 制 作 や 効 果 音 の 作

成 が で き る メ デ ィ ア ク リ エ イ タ ー 、ス タ ジ オ レ コ ー デ ィ ン グ や ホ ー

ル レ コ ー デ ィ ン グ な ど を 中 心 に 録 音 に 関 す る 技 術 を 修 得 す る レ コ

ー デ ィ ン グ エ ン ジ ニ ア 、コ ン サ ー ト・ラ イ ブ に お け る 音 響 (PA・ SR)

を 担 う サ ウ ン ド エ ン ジ ニ ア 等 々 を 養 成 す る 作 曲 専 攻 音 楽 音 響 デ ザ

イ ン コ ー ス で の 学 び は 今 後 の 音 楽 制 作 を 志 す 者 の 基 礎 的 な 学 び と

な る と 考 え て い る 。特 に 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 を 通 じ

て 、生 音 を 享 受 す る 音 楽 か ら デ ジ タ ル テ ク ノ ロ ジ ー を 介 し て 音 を 享

受 す る 音 楽 へ と 時 代 が 変 貌 し つ つ あ る 。 そ の よ う な 時 代 に お い て 、

高 度 で 専 門 的 な デ ジ タ ル テ ク ノ ロ ジ ー の 操 作 能 力 に 長 け た 音 楽 人

材 の 養 成 が 、新 た な 時 代 の 音 楽 家 養 成 機 関 に と っ て ま す ま す 重 要 な

使 命 と な る と 考 え て い る 。  
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（ ２ ）社 会 的 、地 域 的 な 人 材 需 要 の 動 向 を 踏 ま え た も の で あ る こ と

の 客 観 的 な 根 拠  

① 学 則 変 更 の 必 要 性  

本 学 大 学 院 は 、平 成 12 年 の 音 楽 研 究 科 修 士 課 程 設 置 当 初 、4 専 攻

（ 作 曲 、 器 楽 、 声 楽 、 音 楽 教 育 学 ） に 、 7 の コ ー ス （ ピ ア ノ 、 管 楽

器 、弦 楽 器 、打 楽 器 、声 楽 、音 楽 教 育 学 、作 曲 ）を 設 置 す る 組 織 構

成 と し て ス タ ー ト し た 。設 置 か ら 今 日 ま で 教 育 研 究 の 対 象 と な る 音

楽 分 野 の 領 域 を 広 げ 、 ピ ア ノ 、 オ ル ガ ン 、 電 子 オ ル ガ ン 、 管 楽 器 、

弦 楽 器 、打 楽 器 、和 楽 器 、声 楽 、音 楽 教 育 学 、作 曲 、音 楽・音 響 デ

ザ イ ン の 多 彩 な 11 コ ー ス 編 成 で あ る 。  

こ れ ま で も 本 学 大 学 院 は 、教 育 基 本 法 及 び 学 校 教 育 法 に の っ と り 、

学 部 教 育 の 基 盤 の 上 に 、音 楽 の 理 論 及 び 応 用 を 教 授 研 究 し 、そ の 深

奥 を き わ め て 、専 攻 分 野 に お け る 研 究 能 力 、又 は 高 度 な 専 門 性 を 要

す る 職 業 等 に 必 要 な 高 度 の 能 力 を 養 う と と も に 、建 学 の 精 神 に 基 づ

い て 人 格 を 陶 冶 し 、謙 愛 の 徳 を 備 え 、気 品 高 く 、国 際 的 視 野 に 立 ち 、

実 行 力 に 富 む 人 材 を 育 成 し て き た 。こ こ 数 年 、特 に 作 曲 専 攻 へ の 海

外 か ら の 入 学 志 願 者 の 増 加 が 非 常 に 顕 著 で あ り 、今 後 も 更 な る 発 展

を 遂 げ る た め 、高 等 教 育 機 関 と し て 、社 会 か ら の 需 要 が 見 込 ま れ る

デ ジ タ ル テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た 音 楽 領 域 の 教 育 研 究 活 動 を 積 極

的 に 推 進 し 、継 続 的 に 充 実・発 展 、拡 張 さ せ て い く 必 要 が あ る と 考

え て い る 。以 下 の よ う な 状 況 に 基 づ き 対 応 が 必 要 な こ と か ら 、作 曲

専 攻 の 学 生 定 員 を 増 加 さ せ る こ と と し た 。  

 

② わ が 国 に お け る 当 該 分 野 の 状 況  

現 在 の 音 楽 シ ー ン に お い て は 、ス ト リ ー ミ ン グ サ ー ビ ス が 主 流 と

な っ て お り 、デ ジ タ ル テ ク ノ ロ ジ ー が 必 須 と な っ て い る 。そ の よ う

な 状 況 の 中 、作 曲 専 攻 に お い て は 高 度 な テ ク ニ ッ ク に つ い て 効 率 良

く 指 導 し 、社 会 の ニ ー ズ に 合 っ た 音 楽 を 創 造 す る こ と の 出 来 る 作 曲

家 、あ る い は 録 音 エ ン ジ ニ ア を 育 成 に 力 を 入 れ て お り 重 要 な 役 割 を

果 た し て い る 。ま た 、音 楽 コ ン テ ン ツ ソ フ ト 自 体 か ら の 売 り 上 げ が

下 が っ て い る 現 状 に お い て 、音 楽 ビ ジ ネ ス と し て の 収 益 モ デ ル と し

て の ラ イ ブ パ フ ォ ー マ ン ス へ の 注 目 が 高 ま っ て い る 。そ の よ う な 需
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要 に 対 し て も 、ス タ ジ オ レ コ ー デ ィ ン グ や ホ ー ル レ コ ー デ ィ ン グ な

ど を 中 心 に 録 音 に 関 す る 技 術 を 修 得 す る レ コ ー デ ィ ン グ エ ン ジ ニ

ア 、コ ン サ ー ト・ラ イ ブ に お け る 音 響 (PA・ SR)を 担 う サ ウ ン ド エ ン

ジ ニ ア 等 々 を 養 成 す る 作 曲 専 攻 で の 学 び は 今 後 の 音 楽 制 作 を 志 す

者 の 基 礎 的 な 学 び と な る と 考 え て い る 。  

 

③ 国 際 的 情 況 ・ 動 向 に も と づ く 外 国 人 留 学 生 の 受 入 れ  

 中 央 教 育 審 議 会 答 申「 グ ロ ー バ ル 化 社 会 の 大 学 院 教 育 〜 世 界 の 多

様 な 分 野 で 大 学 院 修 了 者 が 活 躍 す る た め に 〜 」に お い て 、欧 米 の み

な ら ず ア ジ ア を 含 む 諸 外 国 の 大 学 と 連 携 し 、日 本 人・外 国 人 学 生 の

垣 根 を 越 え た 交 流 を 通 じ た 協 働 教 育 に よ り 、語 学 力 を 含 む コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 能 力 や 、異 文 化 を 理 解 し 多 文 化 環 境 下 で 新 し い 価 値 を 生

み 出 す 能 力 を 備 え た グ ロ ー バ ル 人 材 を 養 成 す る こ と が 必 要 と 述 べ

ら れ て い る 。  

 本 学 大 学 院 に お い て は 、外 国 人 学 生 の 増 加 が 顕 著 に 見 ら れ 、特 に

作 曲 専 攻 音 楽・音 響 デ ザ イ ン コ ー ス は 、中 国 、台 湾 、韓 国 を 中 心 に 、

ゲ ー ム 音 楽 、 ア ニ メ ソ ン グ 、 劇 伴 を 専 攻 す る 学 生 が 増 加 し て い る 。

こ れ ら の コ ン テ ン ツ に つ い て は 、日 本 が 誇 る 文 化 で あ り 、自 身 の 研

究 目 標 を 実 現 す る た め に 、個 々 の 研 究 テ ー マ に 合 わ せ た 自 由 度 の 高

い 、発 展 的 な カ リ キ ュ ラ ム を 編 成 す る と と も に 、実 践 を 重 視 し た 教

育 体 制 を 整 え て い る 本 学 で 学 ぶ 意 義 は 大 き い 。ま た 、日 本 人 学 生 に

お い て も 外 国 人 学 生 と の 交 流 か ら 新 し い 価 値 を 生 み 出 す 環 境 で あ

り 、 同 答 申 が 推 進 す る 内 容 に 則 し て い る 。  

 本 学 で の 研 究 活 動 を 経 て 、卒 業 後 は 国 内 外 問 わ ず 活 躍 の 場 が 広 が

っ て い る 。国 内 に お い て は 、外 国 人 学 生 を 積 極 的 に 採 用 す る 企 業 も

増 え 、近 年 で は ゲ ー ム 会 社 、そ の 他 音 楽 関 連 企 業 へ の 就 職 実 績 が あ

る 。 ま た 、 海 外 、 特 に 中 国 の ゲ ー ム 会 社 、 映 画 会 社 等 に お い て は 、

日 本 で の 研 究 成 果 が 評 価 さ れ る た め 、人 材 需 要 と し て は 非 常 に 高 い 。 

 こ の よ う に 、本 学 が 掲 げ る 教 育 目 標 の も と 、国 内 外 を 問 わ ず 活 躍

す る 人 材 を 輩 出 し て お り 、グ ロ ー バ ル 化 が 進 展 す る 中 で 大 学 院 が 果

た す べ き 役 割 を 果 た し て い る と 考 え ら れ る 。  
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④ 修 了 後 の 進 路  

 本 学 大 学 院 の 最 近 3 年 間 の 就 職 実 績 は 、平 成 29 年 度 は 16 名 、平

成 30 年 度 は 20 名 、 令 和 元 年 度 は 25 名 で あ り 、 そ の う ち 作 曲 専 攻

は 、平 成 29 年 度 は 0 名 、平 成 30 年 度 は 1 名 、令 和 元 年 度 は 3 名 と

な っ て い る 。音 楽 分 野 で あ る た め 、演 奏 活 動 に 就 く 者 、講 師 、教 員

と し て 音 楽 指 導 に 就 く 者 が 多 い が 、一 般 企 業 へ の 就 職 、国 内 外 へ の

進 学 な ど 、 前 述 の 社 会 動 向 を 踏 ま え 、 活 躍 の 場 は 広 く な っ て い る 。

大 学 院 就 職 （ 進 学 状 況 ） 全 体 は 図 表 3 の と お り 、 作 曲 専 攻 は 図 表 4

の と お り 。  

  

【 図 表 3】  大 学 院 就 職 （ 進 学 ） 状 況 【 全 体 】  

  
平 成 2 9 年 度  平 成 3 0 年 度  令 和 元 年 度  

⼈ 数  割 合  ⼈ 数  割 合  ⼈ 数  割 合  

演 奏 活 動  2 7  4 5 . 8 %  1 3  2 3 . 6 %  1 8  2 6 . 5 %  

講 師  7  1 1 . 9 %  8  1 4 . 5 %  4  5 . 9 %  

教 員  3  5 . 1 %  3  5 . 5 %  9  1 3 . 2 %  

⾃ 衛 隊  1  1 . 7 %    0 . 0 %  1  1 . 5 %  

洗 ⾜ 学 園 職 員    0 . 0 %  4  7 . 3 %  6  8 . 8 %  

⼀ 般 企 業  5  8 . 5 %  5  9 . 1 %  5  7 . 4 %  

国 内 進 学 【 ⼤ 学 院 】    0 . 0 %  1  1 . 8 %  5  7 . 4 %  

国 内 進 学 【 別 科 】    0 . 0 %  1  1 . 8 %  2  2 . 9 %  

国 内 進 学 【 学 部 】    0 . 0 %  1  1 . 8 %    0 . 0 %  

国 外 進 学  1  1 . 7 %  3  5 . 5 %    0 . 0 %  

⼆ 期 会 等 研 究 所  1  1 . 7 %  4  7 . 3 %    0 . 0 %  

帰 国  2  3 . 4 %  1  1 . 8 %  1  1 . 5 %  

未 決 定 （ ⼀ 時 的 な 仕 事
含 む ）  

1 2  2 0 . 3 %  1 1  2 0 . 0 %  1 7  2 5 . 0 %  

  5 9  1 0 0 . 0 %  5 5  1 0 0 . 0 %  6 8  1 0 0 . 0 %  
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【 図 表 4】  大 学 院 就 職 （ 進 学 ） 状 況 【 作 曲 専 攻 】  

 

 

  
平 成 2 9 年 度  平 成 3 0 年 度  令 和 元 年 度  

⼈ 数  割 合  ⼈ 数  割 合  ⼈ 数  割 合  

演 奏 活 動    0 . 0 %  2  3 3 . 3 %  2  2 5 . 0 %  

講 師    0 . 0 %    0 . 0 %    0 . 0 %  

教 員    0 . 0 %    0 . 0 %    0 . 0 %  

⾃ 衛 隊    0 . 0 %    0 . 0 %    0 . 0 %  

洗 ⾜ 学 園 職 員    0 . 0 %  1  1 6 . 7 %  1  1 2 . 5 %  

⼀ 般 企 業    0 . 0 %    0 . 0 %  2  2 5 . 0 %  

国 内 進 学 【 ⼤ 学 院 】    0 . 0 %    0 . 0 %  1  1 2 . 5 %  

国 内 進 学 【 別 科 】    0 . 0 %    0 . 0 %    0 . 0 %  

国 内 進 学 【 学 部 】    0 . 0 %    0 . 0 %    0 . 0 %  

国 外 進 学  1  5 0 . 0 %  1  1 6 . 7 %    0 . 0 %  

⼆ 期 会 等 研 究 所    0 . 0 %    0 . 0 %    0 . 0 %  

帰 国  1  5 0 . 0 %    0 . 0 %    0 . 0 %  

未 決 定 （ ⼀ 時 的 な 仕
事 含 む ）  

  0 . 0 %  2  3 3 . 3 %  2  2 5 . 0 %  

  2  1 0 0 . 0 %  6  1 0 0 . 0 %  8  1 0 0 . 0 %  
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